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財
政
の

特
徴 

2014年度予算決定

　
26
年
度
一
般
会
計
予
算
は
前

年
度
比
１
０
６
億
円
増
の
過
去

最
大
で
す
。
歳
入
に
つ
い
て
は
、

市
税
が
25
億
円
増
、
市
債
は
64

億
円
の
増
で
す
。
平
成
14
年
度

か
ら
新
規
借
り
入
れ
を
償
還
額

よ
り
抑
え
て
、
残
高
を
減
ら
し
、

財
政
健
全
化
に
努
め
て
き
ま
し

保育園８園新設方針

小学校一年生！
スタートサポート事業

がん対策に１１億円！

　歳入の市税は前年比25億円増
を見込んでいます。景気の持ち直
しによる個人市民税、法人市民税
が増加するという市の予測です
が、消費税増税後の景気悪化で今
後はどうなるのかは不透明です。

　小学校一年生に対しスタートをス
ムーズにするために担任以外に各ク
ラスに教育支援員を配置する予算が
２学期末だったのを年度末まで延長、
１年間つくことに！そもそも県が予
算化していたのですが!!

　消費税増税で市は公共料金な
どをそのまま３％値上げをしました。
市民負担増は６．８億円になります。
　消費税増税に伴う臨時給付金
給付事業は低所得世帯に１人１万
円（加算あり）を、子育て世帯に子
ども１人１万円を配るものです。25
億円のお金を一度だけ配るのに3
億円も使う事業ですし、消費税対
策としては焼け石に水でしかありま
せん。

　議員提案で政令市初のがん対策推進
条例を策定し３年がたちました。新年
度予算はその効果が感じられる中身で
す。働く世代の女性支援のためのがん
検診推進事業や、禁煙治療助成事業な
ど予防を中心に予算化されました。

　職員の人件費比率
は目標としていた中
期採用計画の目標の
17％を大きく下回る
16％に。正規職員が
減らされ不安定な非
正規職員に置き換え
ることは市民サービ
ス低下にもつながり
ます。

　認可保育園を８園増設する方針が示
されました。
　操南、吉備、福浜、竜操、芳田地域
です。これにより約500人の保留児解
消ができるとしています

た
。
し
か
し
、
25
年
度
補
正
、

26
年
度
当
初
で
は
借
入
が
償
還

額
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
市
債

残
高
は
24
年
度
比
で
１
１
５
億

円
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

の
自
主
財
源
比
率
は
０
・
９
ポ

イ
ン
ト
低
下
し
ま
し
た
。
国
の

地
方
交
付
税
が
大
幅
に
減
ら
さ

れ
続
け
て
い
て
、
臨
時
財
政
対

策
債
に
振
り
替
え
ら
れ
た
の
を

加
味
し
て
も
、
30
億
円
の
減
で

す
。

　
借
入
額
が
償
還
額
を
上
回
る

計
画
な
の
で
、
財
政
中
期
計
画

を
明
ら
か
に
し
、
将
来
の
財
政

状
況
を
議
会
と
市
民
に
明
ら
か

に
す
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
土
木
費
、
教
育
費
、

消
防
費
等
が
大
き
く
伸
び
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
土
木
・
建
築
物

の
新
築
・
改
修
が
増
え
た
た
め

で
普
通
建
設
事
業
費
は
38
・
７

％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公共事業大盛り?!

市民はゼイ。税・ゼイ～!!

歳入
2,807億円

市税

市債

地方
交付税

国庫支出金

1,110億円
（39.6％）

511億円
（18.2％）

県支出金
109億円（3.9％）

総務費
207億円
（7.4％）

消防費

商工費

87億円（3.1％）

20億円
（0.7％）

議会費
13億円（0.5％）

その他
4億円（0.1％）

農林水産業費
61億円（2.2％）

地方消費税交付金
81億円（2.9％）

使用料及び手数料
59億円（2.1％）

軽油引取税交付金
50億円（1.8％）

分担金及び負担金
47億円（1.7％）

諸収入
28億円（1.0％）

その他
95億円（3.2％）

地方譲与税
27億円（1.0％）

451億円
（16.1％）

239億円（8.5％）

歳出

2,807億円
（目的別）

民生費
1,132億円
（40.3％）

土木費
433億円
（15.4％）

公債費
346億円
（12.3％）

教育費
244億円
（8.7％）

衛生費
260億円
（9.3％）

保育園８園新設方針保育園８園新設方針保育園８園新設方針保育園８園新設方針保育園８園新設方針
やったね！

一般会計の内訳
（　）内は構成比



「
認
定
こ
ど
も
園
」に
固
執
す
る
岡
山
市

　
先
の
11
月
議
会
で
大
森
市

長
が
「
自
分
の
立
ち
位
置
を

認
識
し
切
磋
琢
磨
す
る
た
め

に
公
表
は
必
要
」
と
答
弁
。

市
教
委
も
同
じ
理
由
で
３
月

の
委
員
会
で
公
表
を
決
定
し

ま
し
た
。
序
列
化
や
過
度
の

競
争
が
生
じ
な
い
よ
う
に
学

校
の
順
位
は
つ
け
な
い
な
ど

の
配
慮
項
目
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
順
位
の
公
表
は
学
校
の

序
列
化
に
つ
な
が
り
数
字
が

独
り
歩
き
を
し
子
ど
も
を
苦

し
め
る
結
果
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
共
同
学

習
が
進
ん
で
い
る
学
校
で
は
、

学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
実
感

す
る
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て

い
ま
す
。
大
切
な
の
は
ど
の

子
も
わ
か
る
授
業
を
す
る
た

め
の
人
的
環
境
も
含
め
た
整

備
で
あ
り
学
力
の
底
上
げ
だ

と
思
い
ま
す
。

ま
だ
渋
る
？

子
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
拡
大

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

国
基
準
よ
り
底
上
げ
に
努
力
を

保
留
児
解
消
は
後
回
し

　
大
森
市
長
は
２
月
議
会
で
、

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
拡
大
に

向
け
、
切
実
な
課
題
と
し
て
、

有
識
者
や
小
児
科
医
な
ど
に
意

見
を
聞
き
検
討
を
進
め
た
い
と

答
弁
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
懸

案
事
項
と
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
受

診
の
増
加
、
小
児
科
医
の
負
担

増
、
恒
久
財
源
の
捻
出
な
ど
を

挙
げ
、
一
部
負
担
の
導
入
も
検

討
す
る
と
し
ま
し
た
。

　
す
ぐ
に
重
症
化
す
る
の
が
子

ど
も
で
す
。
お
財
布
を
気
に
す

る
こ
と
な
く
受
診
で
き
る
環
境

こ
そ
、
将
来
の
医
療
費
抑
制
に

も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
自
己
負
担
導
入
は
前

進
で
は
な
く
後
退
で
す
。
県
下

最
低
の
子
ど
も
の
医
療
費
無
料

化
の
年
齢
拡
大
を
実
現
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

学
力
テ
ス
ト
参
加
、

公
表
は
待
っ
た
！

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
、
市
が
子
ど
も
子
育
て
会
議

に
示
し
た
基
準
等
の
案
は
、
国

の
報
告
書
の
面
積
や
児
童
の
人

数
を
そ
の
ま
ま
書
き
写
し
た
だ

け
の
も
の
で
し
た
。

　
党
市
議
団
は
「
国
の
基
準
案

は
全
国
に
様
々
な
実
態
が
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
た
最
低
ラ
イ
ン

だ
、
市
と
し
て
底
上
げ
を
」
と

追
及
し
ま
し
た
。

　
岡
山
っ
子
育
成
局
長
は
、
基

準
の
底
上
げ
や
運
営
委
員
会
方

式
以
外
の
方
式
を
検
討
す
る
こ

と
に
前
向
き
な
答
弁
を
し
ま
し

た
。

　
党
市
議
団
と
し
て
、
市
の
責

任
が
明
確
に
な
る
運
営
方
式
や

市
の
体
制
と
予
算
の
確
保
を
求

め
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
当
初
予
算
に
、

幼
保
一
体
化
試
行
園
５
園
（
中

山
、
太
白
、
岡
南
、
御
津
・
金

川
、
灘
崎
）
の
改
修
費
と
し
て

５
億
７
千
万
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
主
に
、
中
山
、
太
白
、
岡

南
の
３
園
に
つ
い
て
、
給
食
室

の
新
設
や
増
設
、
渡
り
廊
下
、

エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
の
費
用
で

す
。
し
か
し
、
市
は
こ
の
幼
保

一
体
化
に
よ
り
常
時
９
０
０
人

近
く
い
る
保
留
児
が
何
人
解
消

す
る
の
か
、
示
す
こ
と
す
ら
で

き
て
い
ま
せ
ん
。

　
一
方
で
、
今
な
ら
２
年
間
限

定
の
国
の
補
助
制
度
を
活
用
す

れ
ば
、
市
の
負
担
は
１
４
０
０

万
円
で
私
立
の
認
可
保
育
園
が

新
設
で
き
ま
す
。
（
写
真
）
８

園
の
認
可
保
育
園
新
設
方
針
は

高
く
評
価
で
き
ま
す
が
、
５
億

円
も
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
ど
れ
だ

け
の
保
留
児
が
解
消
さ
れ
る
で

し
ょ
う
か
。
建
て
替
え
や
３
歳

児
教
育
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
ん
な
税
金
の
無
駄
遣
い
は

や
め
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
子
育
て
支
援
の
充
実
に
ま
わ

す
べ
き
と
、
反
対
し
ま
し
た
。

　
国
の
子
育
て
新
制
度
が
平
成

27
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
何

が
ど
う
変
わ
る
の
か
市
民
に
は

ほ
と
ん
ど
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　
新
制
度
で
は
、
幼
稚
園
児
・

保
育
園
児
も
介
護
保
険
の
よ
う

に
必
要
性
を
認
定
さ
れ
、
保
育

時
間
や
金
額
が
決
ま
り
ま
す
。

そ
の
認
定
に
基
づ
い
て
、
13
パ

タ
ー
ン
の
保
育
施
設
を
選
ぶ
こ

と
に
な
り
ま
す
。
株
式
会
社
の

参
入
へ
の
規
制
緩
和
も
進
ん
で

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
間
の
全
国
の

運
動
の
成
果
で
、
児
童
福
祉
法

24
条
が
復
活
し
、
保
育
園
は
そ

の
ま
ま
残
り
ま
し
た
。
公
私
と

も
に
、
認
可
保
育
園
の
場
合
は

入
園
手
続
き
や
、
自
治
体
の
保

育
責
任
は
こ
れ
ま
で
と
大
き
く

変
わ
り
ま
せ

ん
。

　
党
市
議
団

の
論
戦
も
あ

り
、
市
は
新

制
度
に
つ
い

て
４
月
中
旬

か
ら
各
福
祉

区
ご
と
に
説

明
会
を
開
催

す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
制
度
で
は
子
育
て

支
援
13
事
業
（
学
童
保
育
、
延

長
保
育
、
病
児
保
育
、
要
保
護

児
童
施
策
、
妊
産
婦
検
診
、
な

ど
）
の
補
助
金
が
す
べ
て
打
ち

切
ら
れ
、
ひ
と
く
く
り
の
一
括

交
付
金
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
一

つ
の
お
財
布
の
中
で
13
事
業
を

ど
の
よ
う
に
配
分
す
る
か
は
各

自
治
体
任
せ
と
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
施
行
１
年
前
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
国
は
新
制
度

施
行
に
必
要
な
財
源
が
４
０
０

０
億
円
も
足
ら
な
い
と
試
算
し

て
お
り
、
公
定
価
格
（
保
育
料

等
）
や
認
定
さ
れ
る
保
育
時
間

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
議
論
が
続

い
て
い
る
状
況
で
す
。

　
混
乱
す
る
の
は
必
至
で
、
急

い
で
強
行
す
る
制
度
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
国
の
制
度
で
す
ら
詳
細
が
確

定
し
な
い
中
、
岡
山
市
は
一
昨

年
末
に
制
定
し
た
「
岡
山
市
就

学
前
教
育
保
育
の
あ
り
方
」
に

沿
い
、
市
立
園
の
幼
保
一
体
、

統
廃
合
・
民
営
化
を
強
引
に
進

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
岡
山
市
版
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
で
、
市
内
を
30
の
区
域
に

区
切
り
、
そ
の
中
で
１
つ
か
２

つ
の
市
立
幼
保
一
体
化
園
を
選

定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
120
近
く
あ
る
市
立
幼
稚

園
・
保
育
園
を
約
30
に
し
ぼ
り
、

そ
れ
以
外
は
統
廃
合
・
民
営
化

の
対
象
と
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
す
。

　
そ
も
そ
も
、
子
ど
も
子
育
て

会
議
の
役
割
は
、
子
育
て
ニ
ー

ズ
を
調
査
し
、
そ
の
支
援
に
つ

い
て
５
年
間
の
計
画
を
つ
く
る

こ
と
で
す
。
地
域
に
育
ま
れ
て

き
た
幼
稚
園
や
保
育
園
を
統
廃

合
・
民
営
化
す
る
議
論
を
行
う

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
岡
山

市
は
、
国
の
先
取
り
に
躍
起
に

な
る
の
で
な
く
、
保
護
者
や
関

係
者
の
不
安
に
し
っ
か
り
耳
を

傾
け
、
保
留
児
解
消
と
地
域
の

子
育
て
支
援
の
充
実
に
全
力
を

挙
げ
る
べ
き
で
す
。

市政への御意見・御要望をお寄せ下さい
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▲鹿田にできる認可保育園予定地

保
留
児
解
消
よ
り

　
　
　
市
立
園
つ
ぶ
し

幼
保
一
体
化
予
算

　
５
億
９
千
万
に
反
対

子
ど
も
の
発
達
よ
り

　
　
　
　
コ
ス
ト
優
先

子
ど
も
子
育
て
新
制
度
っ
て
？
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　中心市街地の創出に力点が置かれ、回遊性向
上、市街地再開発、都市交通網の構築に多くの
予算が組まれました。
　まちなか回遊性向上と魅力づくりとして、県
庁通り、西川緑道公園筋を年間６～12回交通
規制し、社会実験をします。また、西川パフォ
ーマー事業、案内表示変更に取り組みます。自
転車「ももちゃり」の拡充、城下町魅力めぐ
り、城と後楽園のタイアップなど政策パッケー
ジを目玉にしています。市街地再開発事業は新
たに５地区の事業推進費が計上されました。
　交通政策では、鉄道駅の機能強化でエレベー
ター設置、駅前広場への路面電車乗り入れ検
討、万富駅・瀬戸駅周辺整備、自転車の走りや
すい空間づくり、北長瀬駅駐輪場整備などが事
業化されます。また市域の都市交通網を示す交
通基本計画の策定が予定されています。
　イオンモールの開店を控え、年間２千万人、
休日10万人と予想される人出に対応するには
2500台の駐車場では少なすぎます。計画で
は、平均滞在時間を１時間45分としています
が、こんな短い時間ではないと思われます。公
共交通やシャトルバス運行などで、まちなかの
混雑を防ぐ手立てをとる必要があります。

「
若
者
の
働
き
方
」調
べ
ま
し
た
！

「
若
者
の
働
き
方
」調
べ
ま
し
た
！

富
吉
地
区
を
候

補
地
と
す
る
新

斎
場
に
つ
い
て
、

２
月
議
会
で
土

地
契
約
の
議
案

と
約
７
０
０
０

万
円
の
調
査
費

が
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、新
斎

場
に
反
対
す
る
４
６
６
名
の

署
名
が
添
え
ら
れ
た
陳
情
も

賛
成
多
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
候
補
地
に
つ
い
て
は
、

先
の
11
月
議
会
で
土
地
購
入

費
約
４
億
６
千
万
円
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の

後
も
、
半
数
を
超
え
る
反
対

署
名
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
元
住
民
の
合
意
が
得
ら
れ

て
い
る
と
は
到
底
言
え
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
市
当
局
と
多

く
の
議
員
は
、
町
内
会
の
正

式
な
決
議
は
変
わ
ら
な
い
と

し
、
新
斎
場
建
設
を
強
引
に

進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
古
い
安
定
型
産
廃

処
分
場
跡
地
で
あ
り
、
何
が

埋
ま
っ
て
い
る
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
。
全
国
的
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
岡
山
市
の
安

全
調
査
は
不
十
分
で
あ
り
、

現
段
階
で
購
入
す
る
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

新斎場
住民の声に耳を傾けるべき

まちづくり
イオン、コンベンション、市民会館

　
政
務
調
査
費
を
利
用
し
て
、

若
い
方
を
中
心
と
し
た
働
き
方

調
査
を
、
党
市
議
団
と
し
て
行

い
ま
し
た
。
無
料
で
返
信
で
き

る
仕
組
み
と
し
２
万
枚
を
印
刷

し
、
街
頭
や
全
戸
配
布
な
ど
無

差
別
に
配
布
し
、
２
０
６
通
収

集
し
ま
し
た
。
特
徴
は
20
代
30

代
が
61
％
、
男
性
57
％
・
女
性

41
％
、
未
婚
45
％
・
既
婚
53
％
、

職
業
は
製
造
業
17
％
、
サ
ー
ビ

ス
業
13
％
、
医
療
・
福
祉
13
％
、

卸
売
・
小
売
業
８
％
、
建
設
業

８
％
で
す
。

　
「
何
社
も
落
ち
て
や
っ
と
正

規
雇
用
に
な
っ
た
の
に
長
時
間

労
働
で
入
社
８
か
月
で
う
つ
病

に
な
っ
た
」
20
代
女
性
、「
子
会

社
と
吸
収
に
な
り
手
取
り
８
万

も
減
っ
て
し
ま
っ
た
、
生
活
設

計
が
狂
う
」
40
代
男
性
、「
仕
事

に
出
た
ら
帰
る
ま
で
休
憩
も
取

れ
ず
ト
イ
レ
も
い
け
な
い
。」

な
ど
悲
惨
な
声
が
た
く
さ
ん
聞

か
れ
ま
し
た
。
ま
た
街
頭
で
ア

ン
ケ
ー
ト
行
動
を
し
て
い
る
と

直
接
相
談
に
な
り
、
失
業
手
当

を
申
請
で
き
た
り
雇
用
改
善
が

で
き
、
喜
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
企
業
名
を
実
名
で
記

入
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
４

月
上
旬
に
は
全
体
を
ま
と
め
、

国
、
県
、
市
、
関
係
機
関
に
報

告
し
要
求
を
申
し
入
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

消費税増税に伴う
市民負担増の議案

秘密保護法の廃止
を求める陳情

新斎場候補地変更
を求める陳情

日本
共産党

自民党・
無所属の会 公明党 新風会 市民

ネット
明政
クラブ 絆

反対

賛成

賛成

賛成

反対

反対

賛成

反対

反対

賛成

反対

一人以外
反対

賛成

賛成

反対

賛成

賛成

反対

賛成

反対

反対

　
二
月
議
会
に
秘
密
保
護
法
の

抜
本
的
見
直
し
や
廃
止
を
す
る

よ
う
国
に
意
見
書
を
出
す
こ
と

を
求
め
る
陳
情
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
日
本
共
産
党
岡
山
市
議
団
、

市
民
ネ
ッ
ト
、
明
政
ク
ラ
ブ
の

一
部
が
賛
成
し
ま
し
た
が
、
自

民
党
・
無
所
属
の
会
、
公
明
党
、

新
風
会
が
反
対
し
て
否
決
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
国
民
か
ら
負
託
を
受
け
て
国

が
行
っ
た
こ
と
や
集
め
た
情
報

は
や
が
て
は
主
権
者
に
明
ら
か

に
し
て
、
審
判
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
情
報
を
隠
し
た
い
側
が
恣
意

的
に
隠
せ
る
秘
密
保
護
法
は
国

民
主
権
を
骨
抜
き
に
し
て
民
主

主
義
を
破
壊
す
る
危
険
な
悪
法

で
す
。

　
日
本
維
新
の
会
や
み
ん
な
の

党
が
加
わ
っ
た
修
正
協
議
で
の

「
第
三
者
機
関
」
は
全
く
当
て

に
な
り
ま
せ
ん
。

　
隠
す
側
の
総
元
締
め
の
首
相

が
「
第
三
者
的
」
と
は
欺
瞞
以

外
の
何
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
法
の
成
立
後
に
超
党
派
の
国

会
議
員
が
海
外
の
情
報
監
視
の

視
察
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
諜
報

機
関
の
活
動
の
監
視
は
で
き
て

も
「
秘
密
情
報
」
自
体
の
監
視

は
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

　
安
倍
首
相
は
解
釈
改
憲
で
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
を
狙
っ
て

い
ま
す
。
社
会
保
障
費
は
削
る

の
に
軍
事
費
は
二
年
連
続
で
増

額
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
戦
争
は
軍
隊
だ
け
で

は
で
き
ま
せ
ん
。
情
報
統
制
と

国
民
監
視
が
不
可
欠
で
す
。
そ

れ
を
可
能
に
す
る
の
が
秘
密
保

護
法
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で

す
。

　
国
民
の
命
や
健
康
に
関
わ
る

内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
内
容

は
秘
密
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
が
知
っ
た
方
が
利
益
に

な
る
情
報
も
秘
密
指
定
を
さ
れ

た
ら
知
ろ
う
と
し
た
だ
け
で
罪

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
戦
争
す
る
国
づ
く
り
の
一
環

で
あ
る
秘
密
保
護
法
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
は
ス
ト
ッ
プ
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

国の悪政国の悪政国の悪政国の悪政国の悪政
　　　ストップ　　　ストップ　　　ストップ　　　ストップ　　　ストップ
国の悪政
　　　ストップ

「民主主義破壊の秘密保護法」

一部を除き



編  

集  

後  

記

編  

集  

後  

記

　
「
E
S
D
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ

世
界
会
議
」
に
向
け
た
予
算
12
億

22
百
万
円
が
組
ま
れ
ま
し
た
。
世

界
会
議
開
催
が
一
時
の
お
も
て
な

し
イ
ベ
ン
ト
で
終
わ
ら
な
い
よ
う

に
、
持
続
可
能
な
社
会
形
成
に
つ

な
が
る
よ
う
に
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　
吉
備
線
L
R
T
計
画
素
案
策
定

予
算
２
千
万
円
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
、
こ
の
こ
と
を
抜
き

に
し
て
で
は
巨
費
を
投
入
す
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
沿
線
か
ら

駅
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
も
交
え
た
総

合
的
計
画
策
定
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

6
月
議
会
日
程

６
月
10
日（
火
）　
６
月
議
会
開
会

　
　
16
日（
月
）〜
20
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
個
人
質
問

　
　
23
日（
月
）　
個
人
質
問
予
備
日

　
　
27
日（
金
）　
６
月
議
会
閉
会
　

陳
情
、
請
願
の
締
め
切
り
：

　
　
６
月
13
日（
金
）

（
５
月
16
日（
金
）５
月
臨
時
市
議
会
）

市
民
の
意
見
を
聴
く
会

南
区

　
４
月
12
日（
土
）　
13
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
公
民
館

５
月
23
日（
金
）　
13
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
役
所
内

市
政
報
告
会
日
程

　
引
退
し
た
日
本
共
産
党
議
員
が

費
用
弁
償
を
受
け
取
ら
ず
供
託
し

て
い
た
お
金
で
、
こ
の
た
び
「
知

っ
て
ほ
し
い
が
ん
の
こ
と
」
と
い

う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
作
成
さ
れ
ま

し
た
。
三
千
冊
つ
く
ら
れ
、
教
育

分
野
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
国
は
介
護
保
険
制
度
の
見
直

し
に
向
け
て
議
論
し
て
い
ま
す
。

岡
山
市
も
26
年
度
に
第
６
期
高

齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
計

画
の
策
定
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
今
、
国
の
改
悪
の
中

身
は
、
軽
度
者
が
介
護
保
険
か

ら
は
ず
さ
れ
地
域
支
援
事
業
に
、

ま
た
特
養
に
も
入
れ
な
い
方
向

で
す
。

　
全
国
で
特
養
の
待
機
者
が
52

万
人
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
漂
流
老
人
を
な
く
す
た

　
今
年
も
３
万
筆
近
く
の
国
民

健
康
保
険
を
引
き
下
げ
て
ほ
し

い
と
い
う
市
民
の
願
い
の
こ
も

っ
た
署
名
が
集
め
ら
れ
市
に
届

き
ま
し
た
。
市
は
こ
れ
を
う
け

て
昨
年
と
同
様
の
29
・
８
億
円

の
一
般
会
計
か
ら
政
策
的
繰
り

入
れ
を
行
い
７
年
連
続
保
険
料

の
料
・
率
と
も
据
え
置
き
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
政
令
市
で
何
年
も
値
上
げ
を

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
な
く
市

の
努
力
は
評
価
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
同
時
に
発
表
さ
れ

た
「
岡
山
市
国
民
健
康
保
険
財

政
健
全
化
計
画
案
」
で
は
28
年

度
ま
で
に
値
上
げ
を
含
む
内
容

で
、
最
初
か
ら
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
な
し
の
シ
ュ
ミ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
示
し
て
い
る
乱
暴

な
内
容
で
し
た
。
国
保
の
運
営

協
議
会
で
可
決
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
進
め
よ
う
と
し
た
岡
山

市
に
、
「
せ
め
て
当
事
者
の
声

を
聴
け
」
と
委
員
会
で
我
が
党

議
員
が
奮
闘
し
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
が
実
行
さ
れ
ま
し
た
。

市
は
寄
せ
ら
れ
た
声
を
検
証
し
、

オ
ー
プ
ン
に
す
る
べ
き
で
す
。

　
ま
た
被
保
険
者
の
７
割
近
く

が
低
所
得
者
の
高
齢
者
と
い
う

実
態
で
は
税
金
投
入
な
し
に
成

り
立
た
な
い
制
度
で
す
。

 

市
は
、
削
ら
れ
た
国
庫
負
担

を
取
り
戻
す
こ
と
も
含
め
社
会

保
障
と
い
う
制
度
の
原
点
に
立

ち
国
保
行
政
を
進
め
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

「
議
会
推
薦
の
役
割
」

　
自
民
党
・
無
所
属
の
会
の
議

員
が
、
農
業
委
員
会
が
農
地
を

転
用
し
に
く
い
よ
う
に
手
続
き

を
決
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

決
定
を
委
員
が
理
解
し
て
い
な

い
と
し
て
問
題
視
す
る
質
問
を

し
、
差
し
戻
さ
せ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
に
は
自
民
党
・

無
所
属
の
会
か
ら
複
数
の
議
員

が
議
会
推
薦
で
入
っ
て
い
ま
す
。

　
「
決
定
に
つ
い
て
農
業
委
員

が
理
解
し
て
い
な
い
。
」
と
い

う
の
は
、
議
会
推
薦
の
委
員
が

責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
、
と

白
状
す
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
議
会
推
薦
の
委
員
は
い
ら
な

い
、
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
あ
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
農
業
委
員
会
が
決
め
た

こ
と
を
差
し
戻
さ
せ
た
こ
と
も

問
題
で
す
。
農
地
保
全
の
観
点

か
ら
転
用
は
厳
格
に
さ
れ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
議
会
が
チ
ェ
ッ
ク
を
果
た
す

た
め
に
」

　
市
が
操
山
中
学
校
区
に
公
民

館
を
整
備
す
る
土
地
の
予
算
案

を
出
し
た
際
に
土
地
と
建
物
に

関
す
る
資
料
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
　
　

め
に
も
市
は
受
け
皿
を
増
や
す

べ
き
で
す
。
ま
た
保
険
料
の
改

定
も
行
わ
れ
ま
す
、
少
し
で
も

値
上
げ
幅
を
低
く
す
る
よ
う
声

を
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
我
が
党
市
議
団
は
、
介
護

事
業
所
等
専
門
家
の
方
々
な
ど

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
チ
ー
ム

を
編
成
し
第
６
期
計
画
に
む
け

て
政
策
提
案
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
み
な
さ

ん
も
チ
ー
ム
へ
の
参
加
も
含
め

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

議 会 の 様 子

国
民
健
康
保
険
７
年
連
続
据
え
置
き

値
上
げ
あ
り
き
の
計
画
に
待
っ
た
！

26
年
度
は

　介
護
保
険
制
度

　
　

  

見
直
し
の
議
論
の
年
！

　
市
の
説
明
不
足
が
問
題
に
な

り
、
総
務
委
員
会
が
空
転
し
、

副
市
長
が
謝
罪
す
る
事
態
と
な

り
ま
し
た
。

　
必
要
な
資
料
を
出
さ
せ
た
上

で
審
査
し
て
、
予
算
案
は
可
決

し
ま
し
た
。

　
ど
こ
の
ど
ん
な
土
地
か
の
情

報
も
な
し
に
購
入
費
と
補
償
費

の
六
億
円
が
い
い
か
悪
い
か
を

議
会
は
判
断
の
し
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
市
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
に

説
明
す
る
の
は
市
の
責
任
で
す
。

「がん教育用」
パンフレットができました

市政への御意見・御要望をお寄せ下さい
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